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動
物

へ
配

慮
模

型
で
実
習

競む・短る・学麟
一

NewspaperlnEducation

山
口

大
の

共
同

獣
医

学
部

は
、

研
究

対
象

の
動

物
に

で
き

る
だ

け

苦
癌

を
与

え
な

い
「

動
物

福
祉

」

に
力

を
入

れ
る

。
実

物
と

ほ
ぼ

圃

じ
サ

イ
ズ

の
模

型
を

用
い

た
臨

床

技
能
実
習
を
積
極
的
に
灘
入
。
2

021年
慶
ま
で
に
実
習
の
大
半

を
摸

型
に

切
り

替
え

、
生

き
た

鋤

物
を

使
わ

な
い

方
針

ど
い

う
。

学
生

が
鍛

時
闇

、
自

由
に

技
能

の
習

得
な

ど
に

使
え

る
施

設
「

ク

リ
ニ

カ
ル

・
ス

キ
ル

ス
ラ

ポ
」

。

犬
の

臓
器

を
診

る
エ

コ
ー

や
気

管

挿
管

の
装

躍
、

馬
の

胎
児

模
型

な

ど
U種

類
の

動
物

シ
ミ

ュ
レ

ー
ﾀ

ー
が

そ
ろ

う
。

実
物

に
近

い
糟

巧

な
模
型
。
3月

に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

山口大

共同獣医学部

六
【

ン
デ
ィ
ン
グ
で
総
額
473万

円

を
簗

め
追

加
購

入
し

た
。

例
え

ば
、

馬
は

腹
部

に
痛

み
を

感
じ

る
病

気
に

か
か

り
や

す
い

た

め
直

腸
検

査
が

欠
か

せ
な

い
。

た

だ
1学

年
30人

全
麗

が
生

体
を

使

っ
た
実
習
を
す
れ
ば
、
鋤
物
の
鍛

担
は

大
き

く
時

闇
も

か
か

る
。

佐
々

木
庖

樹
教

授
(磐

目
大

鋤

物
臨

床
学

覧
か

ら
直

腸
検

査
の

指

灘
を

受
け

る
5年

三
宅

里
花

さ
ん

(23)は
「

実
際

の
動

物
を

触
る

前

に
ど

ん
な

形
な

の
か

が
分

か
る

の

で
不

安
が

減
る

」
。

佐
々

木
教

授

も
「

横
型

で
あ

れ
ば

繰
り

返
し

触

る
こ

と
が

で
き

、
技

能
向

上
に

も

つ
な

が
る

」
と

効
果

を
酷

す
。

馬の簿身大の模型を使って佐々木教授

(左端)から掴導を受ける学生たち

動
物
へ

の
投
薬
や

手
術
を
学

ぶ

た
め

に
生

体
翼
習
は

欠
か
せ
な

い

が
、
国

際
的
に
は

動
物
に
ス

ト
レ

ス
や
苦

痛
を
与
え

る
研
究
は

信
頼

性
を
欠

く
と
し

て
錘

へ
の

配
慮
が

進
む
。
同

大
で
も
7

月
、

米
国

の
国
際
実

験
鋤
物
轡

理

公
認

協
会

(
A
A
A
L
A
C
)
の

認
証

を
北

海
道

大
、

鹿
児

臨
大

に
次

い
で

取
得

。
今

後
は

欧
州

獣
医

学
教

膏
機

閲
協

会
(
E
A
E
V
E
)

の
認

証
取

得
を
目

指
す

。

動
物

へ
の
愛
麟

も
深
め

よ
う

と
、

本
年

贋
か

ら
1

年
蛋

は
飼

爾
霊

習
を

必
修

に
し

た
。

佐
藤

晃
【

学
部

畏
は

翻
～

物
を

飼
っ

た
り

触
つ

た
り

し
た

こ
と

が
な

い
と

い
う

新
入

生
が

増
え

て
い

る
」

と
話

す
。

将
来

は
気
管

挿
管
を

仮
想

現
実
(VR)

で
実
習

で
き
る
シ

ミ
ュ
レ
ー

ﾀー

開
発
も
構

想
す
る
。

佐
藤
学
部

長

は
「
獣
医

師
だ
か
ら

こ
そ
動
物

の

痛
み
を

誰
よ
り
も

分
か
ら
な

く
て

は
い
け
な

い
。
国
際

水
準
の
教

育

へ
充

実
さ

せ
た

い
」

と
意

気
込

む
。

(橋
原
芽

生
)
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